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研究成果の概要（和文）：本研究は、近代日本における「世界の諸宗教」像の形成過程について、いつから、ど
のようなものが、どのようにして流通するようになったのかといったことを検討するものである。具体的には、
「世界の諸宗教」について取り上げている明治初期の刊行物をリストアップし、特に黒田行元（麹廬）の『開化
新説』(1874)・『万国立教大意』(1875)について考察した。明治中期について、宗教雑誌を幾つか検討し、特に
『日本之教学』について考察した。他に、三教会同の際の床次竹二郎の宗教観、また姉崎正治の「日本宗教史」
の構想における宗教観なども検討した。

研究成果の概要（英文）：This study examines the development of the images of "world religions" in 
modern Japan. Specifically, publications related to "world religions" during the early Meiji period 
are listed, and the works of Kuroda Yukimoto (Kikuro), such as Kaika Shinsetsu (1874) and Bankoku 
Rikkyo Taii (1875), are examined. Several religious journals of the mid-Meiji period are checked, 
and Nihon no Kyogaku is studied in depth. In addition, Tokonami Takejiro's views on religion at the 
Assembly of the Three Religions are considered, as are Anesaki Masaharu's views of religion in his 
conception of the history of Japanese religions.

研究分野：宗教学

キーワード： 「世界の諸宗教」像　宗教のイメージ　比較宗教　近代日本宗教史　宗教概念　宗教についての知　『
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の成果として、明治中期頃までの「世界の諸宗教」像について、黒田行元の著作や、『日本之教学』な
ど、幾つかの具体的な事例に新たな光をあてた。『日本之教学』については目次を作成して公開した。本研究を
通して、一方では明治初期から「世界の諸宗教」を叙述する試みがなされてきたこと、他方で、明治中期頃まで
の試みは、その後の展開に必ずしも直接継承されていかなかったことが明らかになった。後者に関連して、訳語
を含めて標準化・体系化の途上にあったことについても論じた。その上で、叙述の前提となる宗教そのものの枠
組に関していえば、例えば宗教進化論的な視座が共有されていたことなどを指摘した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
現代日本において「世界の諸宗教」についての典型的な語り方は広く流布しているが、その起
源や展開について、未だ十分に検討されてきているとはいえない。他方、近代日本における「宗
教」概念の歴史性については、既に一定の研究蓄積がある。「世界の諸宗教」は諸「宗教」であ
る以上、「宗教」の個別具体的な現れとして考えることができるが、「世界の諸宗教」に関する知
識や表象が、近代の日本においてどのように提示され、また受容されていったのかという論点は、
これまで主題化されてこなかった。これらに鑑み、本研究では「宗教」概念の歴史性をめぐる諸
研究と噛み合わせる形で、近代日本における「世界の諸宗教」像の展開を系譜学的に考察するこ
とを試みた。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究では、以下のような論点を念頭に置きながら、近代日本における「世界の諸宗教」像の
歴史的展開に考察を加える。 
 
(1) 「宗教」概念研究との接続 
 近代日本において「宗教」という概念が西洋語の religioにあたる言葉の翻訳として入ってき
たこと、またそれが 1880 年代にある程度一般化したことは既に論じられてきている。しかし、
その「宗教」の個別具体的な現れとして考えられる「世界の諸宗教」について、それらに関する
知識や表象が、近代の日本においてどのように提示され、また受容されていったのかという論点
は、これまで充分に研究されてきていない。これについて、個々の「世界の諸宗教」を同じ「宗
教」として位置づけること自体、近代的な「宗教」概念の展開と並行して行われていったことを
考えるならば、近代日本における「世界の諸宗教」の提示と受容の諸相を考えることは、日本の
「宗教」概念そのものを、従来の研究とは異なる方向から照らし返すことにもつながる。 
 
(2) 個別の宗教伝統の歴史の拡充 
本研究は個々の「世界の諸宗教」の歴史を、より広い視点から拡充するものでもある。もちろ
ん個別の宗教伝統の研究史については蓄積があるが、そこでは（全く正当に）「正しい」理解が
前提とされることになる。これに対して本研究はある宗教伝統に関わる、誤謬や誤解をも含んだ
表象一般に目を向けることで、より広く社会の中におけるイメージについて論じ、それによって
個別の宗教伝統の歴史を拡充することを試みたい。 

 
(3) トランスナショナルな同時代性 
近代日本における「世界の諸宗教」像は、例えば World Religions というヘゲモニックな見
方の成立（増澤知子『世界宗教の発明』）のような西洋における同時代の動向と無縁ではなかっ
た。これは一方で知の翻訳の問題であるが、他方でシカゴで行われた万国宗教会議(1893)のよう
に、東洋の、あるいは日本の「宗教」を西洋世界に提示するという何ほどか相互性を持つ回路が
実際に存在していたということでもある。こうしたトランスナショナルな同時代性を念頭に置
いて検討する。 
 
３．研究の方法 
 
本研究では、まず「世界の諸宗教」を取り上げている著作・論説を可能な限り蒐集し、リスト
化する。リスト化の後、重要であると思われる著作・論説について、踏みこんだ内容の検討を行
っていく。 
歴史的な展開を把握することを念頭に置いているため、まず明治中期以降よりも、明治初期に
ついて、重点的に調査する。ただし、明治中期以降についても、具体的な事例に即して論じてい
く。 
その際に、記述内容の真正性をひとまず棚上げする。つまり、いつから「正確な」記述がなさ
れるようになったのかを問うのではなく、誤謬や誤解を含んだ記述をも蒐集し、その誤謬や誤解
が記述された背景にも目を配りながら、それらについても考察の対象とする。 
また、「世界の諸宗教」に関する著作・論説は、明示されているかどうかは別として、翻訳が
含まれていることが想定される。翻訳元の文書についても、可能な限り調査して同定し、元の文
書がどのような文脈において記述されていたのかについても検討する。 
重要な資料については、一般に公開することを念頭に置いて、目次の作成、誌面の電子化、ま
た解題の作成などを行う。これによって、今後、他の研究者が該当資料にアクセスするための利
便性を高める。 
 



４．研究成果 
 
以下に、本研究の主要な成果を挙げる。 
 
(1) 明治初期における「世界の諸宗教」像についての知見 
本研究の成果として、まず明治初期における「世界の諸宗教」像について、一定の知見を得る
ことができた点を挙げることができる。明治初期の「世界の諸宗教」については、体系的な知識
が成立の過程にあったため、記述されている事実が誤っていたり、あるいは訳語がその後継承さ
れなかったりしたこともあって、ほとんど検討の俎上に載せられてこなかった。これに対して、
1870 年代に「世界の諸宗教」について言及している著作が一定数見られることを指摘した上で、
例えば黒田行元（麹廬）の著作のような、「世界の諸宗教」像の歴史的展開という視点から見て
興味深い事例を取り上げて検討した。 
 
① 1870 年代における「世界の諸宗教」に関連する著作の調査・検討 
 調査の結果、例えば以下のような著作があることを指摘し、一部について内容を検討した：箕
作麟祥（訳）『泰西自然神教（４巻）』（1874～1876）［William Fleming The Student's Manual of 
Moral Philosophy の抄訳］。永田方正『西洋教草（上中下）』（1875）［聖書の「勧善」に関する部
分の抄訳。英訳からの重訳］。佐々木祐肇『和洋神伝』（1875）［八田知紀『大公法論略』への反
駁。キリスト教批判］。山崎久太郎（訳）・石川舜台（評）『仏教論評（２巻）』（1876）［James Freeman 
Clarke Ten Great Religions の「仏教」の部分の抄訳と評］。小野彼得（訳）『旧約聖史略（２
巻）』（1876）［正教徒による聖書和訳］。堀江復（訳）『新約聖史略（２巻）』（1876）［正教徒によ
る聖書和訳］。『教の鑑』（1877）［正教の手引き書］。小栗栖香頂『喇嘛教沿革（３巻）』（1877）
［チベット仏教の概説書］。中島弘毅『外教通考』（1878）［主としてキリスト教についての評］。 
 
②  黒田行元の著作の検討 
幕末から明治にかけての洋学者である黒田行元の、特に『開化新説』(1874)と『万国立教大意』
(1875)の内容を検討した。後者は、様々な宗教伝統（黒田は「教法」を用いている）に焦点を合
わせた著作であり、この種の本としてはかなり早い時期に出されたものであると考えられる。黒
田が西洋の地理書（宗教書ではなく）を読んで、独自に日本語訳していること、かつ特に東洋の
宗教伝統については自らの知識による叙述を加えながら著述していることを述べた。特徴とし
て、黒田がプロテスタントをより優越的な宗教として描いていること、またカトリックへの批判
が散見されることなどを確認できたが、これは黒田がプロテスタントの弁証を意図していたわ
けではなく、もっぱらプロテスタント文化圏の書籍を参照していたことからくるものと考える
ことができると指摘した。 
 
(2) 「世界の諸宗教」に関連する雑誌の情報整理 
 
① キリスト教系の雑誌の検討 
『七一雑報』、『六合雑誌』、また『ゆにてりあん』など、キリスト教系の雑誌について、「世界
の諸宗教」に関連する論説の内容を検討した。『七一雑報』については目次の電子化を行った。 
 また、これらの雑誌に掲載された翻訳論説の翻訳元の同定を行った。翻訳元は、リベラルなキ
リスト教系の論者によって書かれた論説が多いことが、あらためて確認できた。また、他の仏教
系の雑誌や『日本之教学』に転載された論説があったこともわかった。 
 
② 『日本之教学』の検討 
 諸宗教を中立・公平に取り上げるとする編集姿勢を掲げた雑誌『日本之教学』(1887-1889, 全
28 号)について、目次を作成して公開し、内容を検討した。誌面の電子化も行ったが、これにつ
いては著作権処理に懸念があるため公開はしていない。 
 『日本之教学』は編集者の内山正如の中心となって博文館から出された諸宗教（創刊後に英題 
The Religions of Japan が付された）を取り扱う雑誌であるが、掲載されている多くの論説が
他の雑誌からの採録であることもあって、これまでほとんど検討されてこなかった。しかし、独
自の論説も掲載していること、また採録されている諸論説が同時代の「世界の諸宗教」像をある
意味で良く描き出していることなどから、取り上げる意義のある雑誌であると考える。 
 内容として、仏教関係の論説には、キリスト教批判も見られるが、仏教の改良について論じる
論説も多く、当時多く出された仏教雑誌の傾向を反映している。キリスト教関係の論説には、『六
合雑誌』に加えて『正教新報』からの転載や、来日宣教師の手になる論説も見られる。日本には
日本の独立したキリスト教があるべきであるという社説や投稿があり、また訳出の経緯は未詳
であるが、クラークやサベージといったアメリカのユニテリアン神学者の論説の翻訳も掲載さ
れている。神道関係の論説について、千家尊福、芳村正秉、柴田礼一ら神道家の寄稿に加えて、
神道を主題とした論説も散見された。また、ヒンドゥー教については一定の言及があるが、イス
ラームやユダヤ教についてはあまり言及がない。 
 同誌の編集方針として、やはり宗教の道徳的な側面における社会的有用性が重視されている
ように見えること、また個の救済に関わるような事柄が取り上げられておらず、少なくとも主要



な論点とはなっていないことを確認した。これはやはり明治中期の「宗教」をめぐる状況を反映
させているものであると考えられると論じた。 
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